
平
成
二
十
九
年
度　

第
43
回
石
川
県
生
活
学
校
大
会

「
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に　

消
費
者
市
民
社
会
づ
く
り
」

食
品
ロ
ス
削
減
運
動

　

―
私
た
ち
の
で
き
る
フ
ー
ド
・
ド
ラ
イ
ブ
―

二
十
九
年
十
一
月
十
三
日
（
月
）
石
川
県
女
性
セ
ン
タ
ー　

二
階
大
会
議
室

　

県
下
よ
り
一
二
〇
名
が
参
加
し
、
会

場
は
熱
気
で
溢
れ
て
い
た
。

　

今
年
度
は
「
石
川
県
新
生
活
運
動
協

議
会　

設
立
60
周
年
記
念
式
典
」
が
同

時
開
催
さ
れ
た
。
石
川
県
新
生
活
運
動

協
議
会　

会
長
で
も
あ
る
谷
本
正
憲
石

川
県
知
事
か
ら
直
接
言
葉
を
い
た
だ
く

機
会
と
な
り
、
感
謝
状
の
贈
呈
を
始
め
、

60
年
を
振
り
返
り
、
今
後
の
活
動
の
発

展
を
誓
っ
た
。
和
や
か
で
笑
い
の
絶
え

な
い
手
作
り
感
た
っ
ぷ
り
の
式
典
と

な
っ
た
。

感
謝
状
受
賞
者　

林
よ
し
枝
、
本
珖
恵

　
　
　
　
　
　
　

相
馬
春
美
、
林
貴
江

○
大
会
趣
旨

　

平
成
13
年
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基

本
法
に
よ
り
ゴ
ミ
の
排
出
量
は
年
々
減

少
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
も
多
く
の
ゴ

ミ
が
排
出
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

日
本
で
は
、
食
品
廃
棄
物
等
の
発

生
量
は
年
間
２
７
７
５
万
ト
ン
（
農

林
水
産
省
平
成
26
年
度
推
計
値
）
で

す
。
こ
の
う
ち
、
食
べ
ら
れ
る
の
に

廃
棄
さ
れ
る
食
品
、
い
わ
ゆ
る
「
食
品

ロ
ス
」
は
、
６
２
１
万
ト
ン
と
試
算
さ

れ
、
世
界
全
体
の
食
料
援
助
量
（
年
間

約
３
２
０
万
ト
ン
）
の
約
２
倍
に
匹
敵

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
民
一
人
一
日
当

た
り
約
１
３
４
ｇ
（
お
茶
碗
約
１
杯
分

の
ご
飯
の
量
に
相
当
）
の
食
べ
物
が
毎

日
捨
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
計
算
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
６
２
１
万
ト
ン
の
う

ち
、
２
８
２
万
ト
ン
は
一
般
家
庭
か
ら

の
も
の
で
す
。

　

第
43
回
石
川
県
生
活
学
校
大
会
で
は
、

暮
ら
し
を
見
直
し
「
も
っ
た
い
な
い
」

の
意
識
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、「
食

品
ロ
ス
削
減
」
に
つ
い
て
の
意
識
と
実

態
調
査
を
も
と
に
、
私
た
ち
が
で
き
る

活
動
に
つ
い
て
研
究
協
議
を
行
い
ま
す
。

○
開
会
あ
い
さ
つ

　

石
川
県
生
活
学
校
連
絡
会

会
長　

中
谷　

純
子
氏

〇
来
賓
祝
辞

　

石
川
県
生
活
環
境
部
生
活
安
全
課

課
長　

道
原　

正
浩
氏

○
来
賓
紹
介

　

石
川
県
公
民
館
連
合
会

会
長　

関
戸　

正
彦
氏

　

石
川
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長　

杉
村
佳
津
子
氏

　

石
川
県
社
会
教
育
協
会

顧
問　

新
村　

健
了
氏

　

石
川
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

館
長　

平　

聖
一
郎
氏

　

石
川
県
新
生
活
運
動
協
議
会

理
事　

本　
　

珖
恵
氏
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第
１
部
「
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
防
止
」

〇�
市
町
消
費
生
活
相
談
窓
口
調
査
報

告
及
び
単
位
校
実
践
活
動
報
告

　

42
回
大
会
ま
と
め
の
検
証
と
、
19
市

町
・
広
域
圏
消
費
生
活
相
談
窓
口
及
び
、

警
察
本
部
、
県
生
活
環
境
部
生
活
安
全

課
、
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
報
告

報
告
者　

石
川
県
生
活
学
校
連
絡
会

書
記　
　

北
野
ミ
ヨ
子

助
言
者

　

石
川
県
生
活
環
境
部
生
活
安
全
課

主
幹　

鈴
見　

昌
代
氏

〇
意
見
交
換

　
単
位
校
の
活
動
報
告（
各
代
表
よ
り
）

　
「
消
費
者
教
育
の
場
の
提
供
」
に
つ

い
て
発
表
後
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

○
大
会
の
ま
と
め

　

私
た
ち
は
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
に
、「
消
費
者
市
民
社
会
づ
く

り
（
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
防
止
）」
に
向
け
、

地
域
に
お
け
る
消
費
者
教
育
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

一
．
消
費
者
の
自
立
に
向
け
た
学
習

二
． 
消
費
生
活
に
関
す
る
出
前
講
座
・

講
演
会
・
体
験
型
学
習
会
の
開
催

三
．
消
費
生
活
相
談
窓
口
と
の
連
携

○
行
政
へ
の
要
望

消
費
者
教
育
推
進
に
つ
い
て

①　

 

消
費
者
教
育
推
進
に
向
け
、
各
市

町
に
計
画
や
プ
ラ
ン
が
で
き
る
よ

う
首
長
に
対
し
理
解
の
促
進
を
図

る
等
の
支
援
の
継
続

②　

 

消
費
生
活
に
関
す
る
世
代
別
講
座

の
企
画
開
発
・
講
師
紹
介
や
担
い

手
の
育
成
な
ど
の
支
援

③　

 

教
育
委
員
会
と
の
連
携
を
強
め
、

教
育
現
場
で
の
消
費
者
教
育
の
推

進

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

①　

 

各
市
町
で
の
構
築
に
向
け
た
支
援

の
継
続

②　

 

今
年
度
作
成
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
冊
子

の
活
用
と
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

③　

 

幅
広
い
人
材
確
保
に
よ
る
福
祉
関

係
者
に
か
か
る
負
担
の
軽
減

そ
の
他

①　

 

Ｒ
Ｇ
１
の
使
い
方
研
修
の
開
催

②　

 

相
談
員
の
対
応
力
研
修
（
初
期
対

応
の
強
化
）

③　

 

相
談
員
配
置
の
た
め
の
継
続
し
た

支
援

第
２
部

「
食
品
ロ
ス
削
減
運
動
―
私
た
ち
が
で

き
る
フ
ー
ド
・
ド
ラ
イ
ブ
」

○�

県
民
意
識
調
査
結
果
報
告
並
び
に

提
言

報
告
者　

石
川
県
生
活
学
校
連
絡
会

書
記　
　

油
野
そ
と
え

助
言
者

　

石
川
県
生
活
環
境
部
廃
棄
物
対
策
課

主
幹　

高
山　

真
幸
氏

公
益
財
団
法
人

あ
し
た
の
日
本
を
創
る
協
会

理
事
長　

榊　
　

誠
氏
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〇
県
民
意
識
調
査
よ
り

調
査
期
間　

７
月
１
日
～
８
月
31
日

調
査
対
象　

県
内
在
住
の
方

調
査
数　
　

８
６
０
枚
（
１
千
名
対
象
）

（
男
性
１
７
３
名
・
女
性
６
８
７
名
）

年
代　
　
　

49
歳
以
下
24
％　

　
　
　
　
　

50
歳
～
69
歳
以
下
48
％
、

　
　
　
　
　

70
歳
以
上
28
％

〇
言
葉
の
意
味
の
認
知
度

①　

食
品
ロ
ス　
　
　
　

７
割

②　

消
費
期
限　
　
　
　

９
割

③　

賞
味
期
限　
　
　
　

９
割

④　

宴
会
五
箇
条　
　
　

１
割
弱

⑤　

３
０
１
０
運
動　
　

１
割
強

⑥　

フ
ー
ド
バ
ン
ク　
　

２
割

⑦　

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ　

１
割
強

⑧　

 

国
民
運
動
「N

O
-F

O
O

D
LO

SS

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」　　
0.5
割

〇�

食
品
ロ
ス
の
約
半
分
が
家
庭
か
ら

の
も
の
で
あ
る
こ
と
の
認
知
度２

割

〇�

世
界
で
は
約
９
人
に
一
人
が
栄
養

不
足
で
国
内
の
食
品
ロ
ス
の
年
間

発
生
量
は
、
世
界
全
体
の
食
料
援

助
量
の
約
２
倍
に
匹
敵
す
る
こ
と

の
認
知
度　
　
　
　
　
　
　

１
割

※ 

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
、
今
知
っ
た
と

あ
わ
せ
る
と
９
割
の
回
答
と
な
っ
た
。

調
査
を
行
う
こ
と
で
周
知
啓
発
に
つ

な
が
っ
た
。
定
期
的
な
意
識
調
査
は

認
知
度
を
上
げ
る
た
め
に
も
必
要

〇�

食
品
ロ
ス
を
な
く
す
た
め
の
実
践
度

　

�

買
い
物
編
・
調
理
編
、
保
存
編
、

食
べ
方
編
他
で
調
査

※ 

実
践
度
が
低
い
も
の
に
つ
い
て
は
啓

発
が
必
要

〇
生
ゴ
ミ
削
減
の
た
め
の
実
践
度

※ 

実
践
度
が
低
い
も
の
に
つ
い
て
は
啓

発
が
必
要

〇
フ
ー
ド
・
ド
ラ
イ
ブ
へ
の
関
心
度

　

参
加
し
た
い
１
割
、
関
心
は
あ
る
６

割
を
合
わ
せ
る
と
７
割
と
関
心
度
は
高

か
っ
た
。
フ
ー
ド
・
ド
ラ
イ
ブ
に
つ
い

て
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
開
催
し
て

み
る
こ
と
が
必
要
。

「
食
品
ロ
ス
削
減
に
む
け
て
」

◆�

調
査
活
動
よ
り
見
え
て
き
た
課
題
・

問
題
点

①　

 

行
政
や
国
が
行
っ
て
い
る
運
動
に

つ
い
て
の
認
知
度
が
低
い

②　

 

食
品
ロ
ス
の
実
態
に
つ
い
て
の
認

知
度
は
５
割
弱

③　

 

食
品
ロ
ス
削
減
に
む
け
た
行
動
に

つ
い
て
実
践
度
が
低
い
も
の
が
あ

る

④　

 

フ
ー
ド
・
ド
ラ
イ
ブ
に
つ
い
て
は

関
心
度
が
７
割

◆
経
過

平
成
26
年

　

10
月
30
日
、
11
月
30
日
、
食
品
ロ
ス

に
な
っ
た
種
類
と
量
を
は
か
る
実
態
調

査
を
実
施
。
ロ
ス
量
が
多
か
っ
た
食
品

を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
募
集

平
成
27
年

　

５
月
30
日
（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）
石
川

県
独
自
で
食
品
ロ
ス
量
を
調
査

　

７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
、
毎
月
一

日
を
「
食
品
ロ
ス
見
直
し
デ
ー
」
と
し
、

削
減
家
計
簿
に
記
入
（
全
国
運
動
参
加
）

平
成
28
年

　

７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
削
減
家
計

簿
に
記
入
（
全
国
運
動
）
結
果
、
削
減

効
果
が
大
き
い
こ
と
が
実
証
さ
れ
る
。

　

フ
ー
ド
・
ド
ラ
イ
ブ
の
実
施
（
石
川

県
：
輪
島
小
梅
の
会
、
野
々
市
生
活
学

校
）

平
成
29
年

　
「
食
品
ロ
ス
削
減
家
計
簿
手
帳
」
の

普
及
（
全
国
運
動
）

　

県
民
意
識
調
査
の
実
施

　

フ
ー
ド
・
ド
ラ
イ
ブ
（
輪
島
小
梅
の

会
、
野
々
市
生
活
学
校
、
鶴
来
生
活
学

校
）
や
食
品
ロ
ス
を
使
っ
た
料
理
教
室

の
開
催
（
美
川
・
松
任
生
活
学
校
）

◆
提
言

　

国
連
で
採
択
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン

ダ
」
で
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
食
品

廃
棄
物
の
半
減
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
目
標
達
成
の
た
め
、
家
庭
か
ら
で

る
ゴ
ミ
の
減
量
に
向
け
て
し
っ
か
り
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〇
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と

　

３
Ｒ
運
動
を
進
め
「
も
っ
た
い
な
い
」

の
意
識
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

・
食
品
ロ
ス
削
減
家
計
簿
手
帳
の
普
及

・ 

フ
ー
ド
・
ド
ラ
イ
ブ
へ
の
参
加
や
食

品
ロ
ス
を
使
っ
た
料
理
教
室
等
の
開

催
・ 

コ
ン
ポ
ス
ト
、
生
ゴ
ミ
処
理
機
、
ボ

カ
シ
和
え
の
啓
発

・ 

３
き
り
（
水
き
り
、
食
べ
き
り
、
使

い
き
り
）
運
動
の
推
進

〇
行
政
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と

・ 

宴
会
五
箇
条
、
３
０
１
０
（
さ
ん
ま

る
い
ち
ま
る
）
運
動
、
国
民
運
動
に

つ
い
て
、
今
ま
で
の
活
動
を
見
直
し
、

も
っ
と
効
果
的
な
情
報
提
供
を
行
う

事
・ 

石
川
県
で
は
、
福
井
県
や
富
山
県
の

よ
う
に
、
県
を
あ
げ
て
食
べ
き
り
運

動
を
行
う
事
（
発
生
抑
制
の
目
標
値

の
設
定
、
協
力
店
の
登
録
、
消
費
者
・

事
業
者
・
行
政
と
の
連
携
で
の
啓
発

活
動
）

（
新
生
活　

林　

貴
江
記
）
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